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科学技術振興機構報 第１６５７号 

令 和 ５ 年 １ ２ 月 ５ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 
 

戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ） 

「日本－フランス国際産学連携共同研究」（エッジＡＩ） 

における新規課題の決定について 
 

 ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）注１）

「日本－フランス国際産学連携共同研究」（エッジＡＩ）において、新規課題の採択を決定

しました（別紙１）。 

戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）は、省庁間の合意に基づき、文部科学省

が特に重要なものとして設定した協力国・地域および分野において、相手側のファンディン

グエージェンシーと共同で研究提案の募集を行い、採択された国際共同研究課題に対して

研究費を支援します。「日本－フランス国際産学連携共同研究」では、フランス国立研究機

構（ＡＮＲ）注２）と共同で、「エッジＡＩ」分野の２国間共同研究課題の募集を行いました

（別紙２）。 

今回の募集には１１件の応募があり、両国の専門家の評価、ＪＳＴとＡＮＲとの協議によ

り全３件の採択を決定しました。 

研究実施期間は４年間（４８ヵ月）を予定しています。 

 

注１）戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ） 

ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/inter/ 

 

注２）フランス国立研究機構（ＡＮＲ） 

ＡＮＲ：Ｌ’Ａｇｅｎｃｅ ｎａｔｉｏｎａｌｅ ｄｅ ｌａ ｒｅｃｈｅｒｃｈｅ 

   ホームページＵＲＬ：https://anr.fr/en/  
 
＜添付資料＞ 

別 紙１：新規課題概要 

別 紙２：募集概要 

  別 紙３：評価委員（ＪＳＴ側） 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 国際部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

菅原 理絵（スガワラ マサエ） 

Tel：03-5214-7375 Fax：03-5214-7379 

E-mail：jointfr[at]jst.go.jp 
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新規課題概要 

 

課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
フランス側研究代表者 

１ 無線通信とセンシン

グを連携させたス

マート工場向け省電

力軽量エッジＡＩ技

術 

（ＬＩＧＨＴ－ＳＷ

ＩＦＴ） 

【学】 

金子 めぐみ 

国立情報学研究所 

アーキテクチャ科学研究系 

准教授 

 

【産】 

鷹取 泰司 

日本電信電話株式会社 

アクセスサービスシステム研

究所 無線アクセスプロジェク

ト 

プロジェクトマネージャ／上

席特別研究員 

本研究は、計算機能やバッテ

リー機能に制約のある工業用Ｉ

ｏＴデバイス（ＩＩｏＴ）に導入

できる高性能かつ省電力な軽量

エッジＡＩ技術および無線通信

技術の開発を目的とする。 

日本側チームでは、軽量な深

層強化学習法の構築、高エネル

ギー利用効率かつ高信頼性を同

時達成する無線アクセス最適化

法の設計を行う。フランス側

チームでは、省電力なＡＩ圧縮

技術とＩＩｏＴにも搭載可能な

ハードウェア・ソフトウェア技

術の設計、工場内の音響セン

サーによる異常検知など応用の

検討を行う。 

ＩＩｏＴで利用可能な軽量

エッジＡＩ技術の研究開発によ

り、スマート工場などにおける

音響センサーなどと無線通信に

よる省電力・低遅延・高効率・高

信頼な稼働状況モニタリング・

異常検出システムの実現を目指

す。 

【学】 

オリビエ・ベルデル 

フランス国立科学研究セン

ター（ＣＮＲＳ）・ＩＲＩＳＡ

／レンヌ大学 

教授 

 

【産】 

ジュリアン・ローラン 

Ｗａｖｅｌｙ 

ソフトウェア・機械学習 

主幹エンジニア 

別紙１ 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
フランス側研究代表者 

２ インダストリ４．０Ｘ

の知能化を促進する

エッジＡＩトランス

フォーマによる適応

型人間・ロボット協調

作業システムの創成 

（Ａｓｔéｒｉｘ） 

【学】 

原田 研介 

大阪大学 

大学院基礎工学研究科 

教授 

 

【産】 

馬場 裕康 

株式会社デンソー 

社会イノベーション事業推進

統括部 

担当次長 

本研究は、エッジＡＩ、および

トランスフォーマ技術に基づく

新たなＡＩ基盤モデルをエッジ

デバイスに活用した、スマート

かつ適応能力の高い人間・ロ

ボット協調作業（ＨＲＣ）システ

ムを開発し、柔軟性と知能を備

えた協調的な組み立て作業を実

現することを目的とする。 

日本側チームでは、ＡＩカメ

ラによる作業員などの状態確認

や自然言語によるロボットへの

指示を含む人間・ロボット協調

作業システムの実現、触覚

フィードバックを含む繊細な作

業のロボット遠隔操作データの

収集、およびＨＲＣによる組み

立て作業ユースケースの確認を

行う。フランス側チームは、エッ

ジＡＩカメラによるコンピュー

タービジョンデータを含むロ

ボット組み立て作業のＡＩ基盤

モデルの作成および圧縮技術開

発、エッジＡＩを実行するハー

ドウェア環境の提供などを行

う。 

本システムにより、低消費エ

ネルギー、低遅延、プライバシー

保護の状態で自然言語により組

み立て作業用ロボットに指示す

るとともに、エッジＡＩカメラ

などにより作業者や環境のさま

ざまな変化をロボットが理解し

適応することを目指す。これに

より、カスタマイズ製品に対す

る需要増加と製造業における熟

練労働者不足への対処を容易に

し、インダストリ４．０Ｘの実現

を目指す。 

【学】 

チェン・リンミン 

フランス国立中央理工科学校

リヨン校 

数学情報学科 

教授 

 

【産】 

ヴィンセント・ハインリヒ 

Ａｓｙｇｎ 

研究開発部門 

エンジニア 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
フランス側研究代表者 

３ 組み込み機器による

音響信号の意味論的

理解と分離 

（ＣＯＮＦＬＵＥＮ

ＣＥ） 

【学】 

小野 順貴 

東京都立大学 

システムデザイン学部 

教授 

 

【産】 

原田 登 

日本電信電話株式会社 

コミュニケーション科学基礎

研究所 

メディア情報研究部 

上席特別研究員 

本研究は、我々を取り巻くさ

まざまな音響イベントを認識し

意味的な音の塊を分離するＡＩ

技術の開発、および通信サービ

スへの応用を目的とし、没入型

コミュニケーションとホームア

シスト（見守り）の２つのユース

ケースを例として、それらを実

装できる組み込みシステムの設

計を行う。具体的には、さまざま

な音を分析して分離しメタデー

タを付与することで、状況に応

じて必要な音だけを伝送し、空

間的に再構成して再生できるよ

うにする。 

日本側チームでは音源の分離

と抽出および没入型通信への応

用に関する開発を行う。フラン

ス側チームでは、エッジＡＩデ

バイスへの実装と没入型コミュ

ニケーション・ホームモニタリ

ングへの応用検討を行う。開発

した技術は、移動体通信システ

ム国際標準化（３ＧＰＰ）への提

案も行い、通信サービスでの標

準化も目指す。 

本技術により、例えば、生活音

を遮断しビジネス対話に必要な

音声のみを通すＷｅｂ会議シス

テムや、ホームアシスタントな

どプライバシーに配慮した通信

への応用、国際会議の現地参加

者とリモート参加者が体験を共

有できる新しいインクルーシブ

コミュニケーションなどへの応

用が期待される。 

【学】 

ロマン・セリゼル 

ロレーヌ大学 

ＬＯＲＩＡ研究所 

准教授 

 

【産】 

ニコラ・チュルポー 

Ｓｏｎａｉｄｅ 

最高経営責任者 

 

  



5 

 

募集概要 

 

 

（１）相手国機関 

フランス国立研究機構（ＡＮＲ：Ｌ’Ａｇｅｎｃｅ ｎａｔｉｏｎａｌｅ ｄｅ ｌａ  

ｒｅｃｈｅｒｃｈｅ） 

ＵＲＬ：https://anr.fr/en/ 

 

（２）募集分野および課題要件 

「エッジＡＩ」に関するフランスとの２国間産学連携共同研究 

日仏ともに大学や研究機関１機関以上かつ企業１社以上の共同研究体制で応募 

 

（３）応募資格 

日本国内の大学や研究機関、企業などで研究に従事している研究者 

 

（４）研究実施期間 

４年間（４８ヵ月） 

 

（５）研究予算額（ＪＳＴ側） 

１課題当たり、総額として上限６，０００万円（直接経費の３０パーセントの間接経費 

を含む） 

 

（６）評価方法 

両国専門家による評価、ＪＳＴとＡＮＲで協議 

 

（７）評価基準 

Ｉ． 研究開発の革新性、卓越性、社会との関連性 

－科学・技術の革新度 

－研究開発の科学・技術的な品質 

－社会、経済、環境の観点からの機会とリスクの評価 

 

ＩＩ． 実現可能性と効率 

－科学技術的なアプローチの質 

－予算、研究資源、研究期間などに対する研究計画の妥当性 

 

ＩＩＩ． コンソーシアムや国際協力の重要性 

－プロジェクト管理、ガバナンス、コンソーシアム構成 

－提案内容に対するプロジェクトメンバーの妥当性 

－２国間協力によって創出される付加価値と相乗効果  

 

別紙２ 
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ＩＶ． 研究成果の活用と普及 

－対象となる科学・産業応用に対する、提案された研究成果の妥当性 

－技術標準化に向けた努力とオープンデータ方針に関する計画の有効性 

－実用化における運用、商業化の可能性に関する計画の有効性  
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評価委員（ＪＳＴ側） 

 

評価委員（ＪＳＴ側）（評価委員は五十音順） 

氏名 所属 役職 備考 

大槻 知明 慶應義塾大学 理工学部 教授 研究主幹 

太田 香 室蘭工業大学 大学院工学研究科 教授 アドバイザー 

川島 英之 慶應義塾大学 環境情報学部 准教授 アドバイザー 

小泉 憲裕 電気通信大学 大学院情報理工学研究科 准教授 アドバイザー 

斎藤 英雄 慶應義塾大学 理工学部 教授 アドバイザー 

島村 徹也 埼玉大学 大学院理工学研究科 教授 アドバイザー 

菅谷 みどり 芝浦工業大学 工学部 教授 アドバイザー 

西尾 理志 東京工業大学 工学院 准教授 アドバイザー 

長谷川 幹雄 東京理科大学 工学部 教授 アドバイザー 

林 和則 

京都大学 国際高等教育院 附属データ科学イノベー

ション教育研究センター／大学院情報学研究科 教

授 

アドバイザー 

 

別紙３ 


